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２０２５年は成長の時、乙巳年 

校長   池田  千穂  

 いよいよ、２０２４年もカウントダウン。今年も皆様には本校の活動にご理

解とご協力を賜りまして、心より感謝申し上げます。 

  ２０２５年はへび年です。私は十二支の話が好きで、ねずみや猫の話は子

ども達にもするのですが蛇は語ることがありませんでした。実は蛇は龍と同時

にゴールしたのですが、「お先にどうぞ」と龍に順位を譲ったそうです。「龍は

修業を積んで空を飛べるようになった」とへびが「敬意を表した」と書いてあ

りました。 

  敬意とは、相手を敬い、尊重する気持ちつまり「相手を大切にする気持

ち」だと思います。本校の教育目標「自他共に大切にする心を育みます」に

通じることでしょう。１２月は人権週間やいじめ防止啓発月間ということもあ

り、様々な方のお話を聞く機会がありました。人権キャラバンの方や国境なき

医師団の杉藤さん、そして盲目のシンガーソングライター大和田広美さん。  

  私はいつも思っているのですが、本校の子ども達は、人の話をしっかりと真

剣に聞くことができます。校外学習でも出前授業でも、いつも立派な態度だ

と感心しています。中でも大和田広美さんのミニコンサートとお話では、みんな、大和田さんの方を見

て話やピアノの弾き語りを聴いていました。相手を大切にする気持ちが育っているのだと思います。相

手の方を見て、話をしっかりと聞くことは敬意を表す行動です。大和田さんは子ども達の様子が見え

ていなくても、その場の空気感で子ども達の気持ちは伝わっていると思います。言葉にしなくても、相手

を大切に思う気持ちは伝わります。言葉にしなくても伝える方法があるのです。 

子ども達がこれからどんどん i Pad を活用していくと、授業中の多くの時間、画面を見ていることに

ならないかと心配しています。先生の方を見て話を聞くとか、発言している友達の方を向くとか、聞き

ながら頷くとか言語ではないコミュニケーションも忘れないように大切にしたいと思っています。そして

何より、相手を大切に思う気持ちを育てていきたいです。今年度から推進して取り組んでいるインクル

ーシブ教育でもそこが根幹にあると思っています。 

 ２０２５年乙巳年は「再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展していく」「多くの人にとって成長と結

実の年」になるそうです。（quocard.com/Yamada-heiando） 

へびは脱皮を繰り返して成長します。職員一同、子ども達の脱皮を見守り、成長を支えていきます。

保護者の皆様、地域の皆様どうぞ来年もご協力をお願いいたします。まだまだインフルエンザが

流行っています。お体に気を付けて、楽しい冬休みをお過ごしください。  

 

若葉台小学校学校教育目標  

『自他共に大切にする心を育みます』『意欲的な学びの芽を育みます』  

 

田んぼには氷がはっています。  


